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９
月
13
日
の
区
議
会
定
例
会
本
会
議
で
、
認
知
症
対
策

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
の
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
、
認
知
症
の
高

齢
者
は
４
６
２
万
人
、
軽
度
認
知
障
害
の
高
齢
者
は
４
０

０
万
人
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
に
対
応
す
る
公
的
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
予
防
対
策
、
相
談
事
業
、
訪
問
診
療

な
ど
強
化
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

認
知
症
高
齢
者
が
介
助
を
受
け
な
が
ら
共
同
生
活
を
す

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
家
庭
と
同
じ
よ
う
な
環
境
の
中

で
生
活
が
送
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
養
ホ
ー
ム
よ
り
も
重
要

と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

杉
並
区
の
高
齢
者
人
口
当
た
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
定
員

数
・
整
備
率
は
０
・
４
５
％
で
、
23
区
平
均
の
０
・
３
８

％
よ
り
は
高
い
も
の
の
、
全
国
平
均
の
０
・
５
％
以
下
で

す
。
目
標
を
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所
に
は
、
介
護
保
険
の
利
用
料
の

ほ
か
に
、
家
賃
、
食
費
、
管
理
費
な
ど
が
必
要
で
、
区
内

だ
と
家
賃
だ
け
で
も
５
万
～
10
万
円
以
上
。
そ
こ
に
食
費
、

水
光
熱
費
、
共
益
費
な
ど
を
合
わ
せ
れ
ば
15
万
か
ら
20
万

円
は
必
要
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
の
み
の
高
齢
者
は
夫

婦
２
人
合
わ
せ
て
も
入
れ
ま
せ
ん
。

横
浜
市
、
名
古
屋
市
の
よ
う
な
大
都
市
で
低
所
得
者
に

対
す
る
家
賃
助
成
が
始
ま
り
、
都
内
で
も
品
川
区
、
八
王

子
市
な
ど
が
家
賃
助
成
や
食
材
費
の
助
成
に
踏
み
出
し
て

い
ま
す
。
杉
並
区
で
も
、
低
所
得
者
に
対
す
る
家
賃
助
成

を
検
討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
施
設
を
整
備
す
る
事
業
者
に
対
し
、
低
所
得
者

も
利
用
し
や
す
い
家
賃
設
定
と
す
る
こ
と
な
ど
を
条
件
に

補
助
を
行
っ
て
い
る
と
し
て
、
区
民
へ
の
家
賃
助
成
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
と
答
え
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
低
所
得
者
へ
の
家
賃
助
成
の
実
施
な
ど
、

認
知
症
対
策
の
拡
充
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

区議会第３回定例会 一般質問

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
構
築
を

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

整
備
目
標
引
き
上
げ
を

都
内
自
治
体
で
も
家
賃
助
成
に
踏
み
出
す

９月１３日
本会議場にて

認知症に関する相談は、地域

包括支援センター（ケア24）で

受け付けています。西荻、荻窪

地域のケア24は以下の通りです。

■ケア24西荻 3333-4668
西荻南1～4丁目、
松庵2・3丁目、宮前3丁目

■ケア24荻窪 3391-0888
荻窪3～5丁目

■ケア24南荻窪 5336-3724
荻窪1・2丁目、
南荻窪1～4丁目、宮前2丁目

■ケア24高井戸 3334-2495
宮前4丁目

■ケア24久我山 5346-3348
宮前5丁目



生活援助 回数基準超えたら届け出義務化へ

介
護
保
険
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

は
、
掃
除
、
洗
濯
、
調
理
な
ど
の
日

常
生
活
を
援
助
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

住
み
慣
れ
た
居
宅
で
暮
ら
し
続
け
る

う
え
で
重
要
な
援
助
で
す
。

国
は
、
10
月
か
ら
生
活
援
助
サ
ー

ビ
ス
を
一
定
回
数
以
上
利
用
す
る
場

合
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
区
市
町
村

へ
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
届
け
出
る
こ
と
を

義
務
付
け
ま
し
た
。

財
務
省
が
、
生
活
援
助
の
利
用
が
、

全
国
平
均
は
月
９
回
な
の
に
、
中
に

は
月
１
０
０
回
を
超
え
て
利
用
し
て

い
る
人
が
い
る
と
無
駄
遣
い
で
あ
る

か
の
よ
う
に
言
い
出
し
た
こ
と
が
発

端
で
す
。

「
認
知
症
と
そ
の
家
族
の
会
」
の

役
員
は
、
認
知
症
の
人
が
在
宅
で
暮

ら
そ
う
と
す
れ
ば
、
１
日
２
・
３
回

の
利
用
は
十
分
想
定
さ
れ
、
厚
労
省

が
公
表
し
た
生
活
援
助
を
月
90
回
以

上
利
用
し
て
い
る
事
例
の
自
治
体
調

査
で
は
、
８
割
が
認
知
症
、
７
割
が

独
居
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
生
活
援

助
の
利
用
制
限
は
、
在
宅
介
護
の
実

態
を
無
視
し
た
根
拠
の
な
い
施
策
だ

と
批
判
し
て
い
ま
す
。

回
数
制
限
で
、
高
齢
者
の
生
活
状

態
が
悪
化
し
た
り
、
身
体
機
能
の
低

下
、
重
度
化
が
心
配
さ
れ
、
家
族
に

と
っ
て
も
、
在
宅
介
護
の
負
担
が
増

し
、
虐
待
、
介
護
殺
人
と
い
っ
た
悲

劇
が
広
が
り
か
ね
な
い
な
ど
、
様
々

な
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

生
活
援
助
の
利
用
を
抑
制
し
、
萎

縮
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、

区
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

区
は
「
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
ま
で
抑

制
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
集
団
指

導
や
研
修
等
の
機
会
で
、
制
度
の
趣

旨
を
周
知
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

全国に広がる学校給食無償化 杉並区でも検討を

居
宅
生
活
を
支
え
る
重
要

な
サ
ー
ビ
ス

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
担
保
を

実
態
無
視
し
た
利
用
制
限

一
般
質
問
で
は
、
第
１
回
定
例
会
に
続
き
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
を
求
め
ま
し
た
。

７
月
27
日
、
文
部
科
学
省
は
、
平
成
29
年
度
の
「
学
校
給

食
費
の
無
償
化
等
の
実
施
状
況
」
の
調
査
結
果
を
発
表
。
全

国
76
の
自
治
体
で
小
中
学
校
と
も
無
償
化
、
４
自
治
体
で
小

学
校
だ
け
の
無
償
化
、
２
自
治
体
で
中
学
校
だ
け
の
無
償
化

が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
都

内
で
は
、
２
自
治
体
で
小
中
学
校
と
も
無
償
化
、
25
自
治
体

で
一
部
無
償
化
・
一
部
補
助
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

無
償
化
に
よ
る
成
果
と
し
て
、
給
食
費
が
未
納
・
滞
納
で

あ
る
こ
と
に
対
す
る
児
童
生
徒
の
心
理
的
負
担
の
解
消
や
、

自
治
体
に
と
っ
て
は
、
少
子
化
対
策
や
定
住
・
転
入
の
促
進

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
は
、
国
の
食
育
推
進
基
本
計
画
で
、
子
ど
も
た

ち
が
、
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
教
育
の
一
環
で
あ
り
本
来
無
償
で
あ
る
べ
き
で
す
。

調
査
結
果
を
発
表
し
た
文
部
科
学
省
に
、
無
償
化
措
置
な

ど
を
求
め
る
と
と
も
に
、
区
と
し
て
も
無
償
化
、
一
部
無
償

化
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
区
教
育
委
員
会
は
、
学

校
給
食
法
で
、
給
食
費
は
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
負
担
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
無
償
化
を
国
に
求
め
た
り
、
検
討
す
る
考

え
は
な
い
と
、
従
来
の
答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

文
科
省
が
学
校
給
食
費
の
無
償
化
状
況
を
調
査

学
校
給
食
は
教
育
の
一
環

無
償
で
あ
る
べ
き

市町村への届け出が必
要となる回数（１カ月）

要介護度１ ２７回

要介護度２ ３４回

要介護度３ ４３回

要介護度４ ３８回

要介護度５ ３１回


